第二回障害学会自由報告レジュメ　2005/09/18　　　　　　　　　　古賀　文子（奈良女子大学大学院）
	障害者問題と表現の課題――「差異」と表現の多様性を考える――


■問題意識と本発表の目的
「障害者問題」、「表現」、「差異」、「多様性」……言葉への意味づけに含まれる様々な問題
マジョリティ対マイノリティの構図の中で、マイノリティの中の共通理解のもとにあるはずとされる認識
　　e.g)障害者問題を語る「わたしたち」という言葉・「わたしたち」という戦略的な言説　
　　　それによって作られる集団外部及び内部への、共通理解があるという意識
実際には仲間意識、あるいは同朋意識的なものを持つはずの集団内部にこそ、問題に対

しての感情的対立が多数見られる
・・・集団内部に起こる「理論」／「現場」、あるいは障害当事者／非当事者の立場の違いによる捉え方の相違・対立など
⇒同朋意識を構築する「障害」というカテゴリ自体を問題視する観点から、「差異」の主張と、それによって表現されているものといないものを検討することを通じて、より多くの人と問題を共有していくための課題を探る
■「差異」の主張で表現されていないこと
マジョリティに対して、これまでの「障害者」という名づけへの反論

……障害を「差異」と読み替える手段
・「差異」への意味付けの相違
障害＝「差異」という読み替えを可能にしているものは何か？

「差異」を主張せざるを得ないような主張の戦略性・政治性……「不当性の告発」
「差異」によるオルタナティブな価値を生み出す　

・マイノリティ集団内での対立

障害＝「差異」という読み替えに意味を見出せない理由は？
　「差異」を生きる身体から障害を「差異」として切り出す時に充分に表現されていないと思われるものこそが、実際の生活の中で重要だという意識

・・・自分の問題でもあるはずなのに、自分の問題が語られていない
⇒「差異」という読みかえそのものに対しての抵抗
　　cf)言語的優位性……障害を「差異化」して語ることが出来る人の優位性
⇒障害を「差異」として語ることでの未解決な部分の存在
……その部分は表現されていないのか、表現されることが不可能なのか？
　■「表現されない」ことの位置づけ
・「主流の声」と「異なる声」［松波2005］

「主流の声」さえ充分ではないが、「「異なる声」を響かせる場を確保しなくてはならない」

・マイノリティ集団としての障害者集団における「主流の声」とは何か？
団結せざるを得ないという社会的な要請のもとに形成されるマイノリティ集団において、自ら主張できる「障害者」の主張が、「障害者」の主張の主流となりえてしまう
⇒言語的優位性を持つものが「主流の声」となる傾向
　　cf)聴覚障害者のリテラシーの問題［上農2003］

・「異なる声」とは何か？

まだ主張されていないこと／主張と言う形ではない（あるいは主張できない）「語り」

／表現できないこと
　

Q:「異なる声」を響かせる場として、障害学ML、問題当事者グループ内などでの表現の多様性は可能か？
A:一部しか可能ではない
同朋集団であるという共通理解のもとになされる発言は、「異なる声」の表明でありながら、マイノリティの集団内部の一元化を求めようとする動きにもなりうる
　↑
「異なる声」の表現の場にあっても存在を認められないことへの激しい反発

＝マイノリティ集団内での対立
……自分（あるいは自分とその“仲間”）の存在が許容されていると安心している場所で不意に起こる「存在の無視」あるいは「存在の拒絶」
⇒これまでなされなかった表現が生まれる可能性はあっても、障害によってもたらされる主張されていないもの、できないものを表現するというかたちでの解決には至らない
⇒障害者問題における「異なる声」の表現の難しさは、他のマイノリティ集団のもつそれと同一ではない……障害というインペアメントの関与はここ（「障害者」という名を関するマイノリティ集団の内部）でこそ考えられるべき
　e.g) 知的障害者の自己表現の「難しさ」の二重性
　cf)知的障害者の自己決定の問題……その上に加わる「善意」の読み取り
⇒「異なる声」の表現の場の構築には、他のマイノリティ集団と異なる手段が必要
言語の優位性に囚われない「表現」……社会的表現行為、自己表現など、様々なものを内包しうる、言語のオルタナティブとしての「表現」手段の検討

……障害者問題の共有に幅を広げるという有効性

■障害者問題と表現の課題
Q：障害者問題をより多くの人と（マジョリティ・マイノリティの別なく）共有していくために必要なことは何か？
A1：「主流の声」と「異なる声」の双方を表現する
＝マジョリティへの主張をしていく際の政治的戦略の変更
マジョリティに対する、と言う形での「差異」の顕著な主張
それが社会的にもたらすもの……「差異のディレンマ」によるものが引き起こす孤立
それが内部にもたらすもの……「差異化」されたもの以外のものの言外の非承認
⇒マジョリティに対立する、という構図ではなく、「主流の声」と「異なる声」を同時に表明する主張を行っていくことで、「差異のディレンマ」を回避
しかしマイノリティ内部集団内だけでなく、マジョリティと問題を共有して問題の解決
を図る必要があるとき……表現する側と同時に受け取り手の課題が問われる

⇒問題当事者ではない人とどのような形で問題を共有するか、ひいてはどのような形での共生を望むのか（あるいは望んでいないのか）……「連帯」の在り方の模索という課題
A2：語られない、主張ではない「表現」を受けとめることを求める
・メディアという表現媒体が抱える問題
障害者問題に目を向けさせないでも生きていける社会とその社会的慣習の存在

cf）「障害者役割」［石川1992］と、日常における「障害者役割」の再生産［松波2003］

生活の中にありふれているはずの表現……極めて生活に密着した観点の欠如

e.g）地域の中で障害者が生きるためには「（障害について、あるいは障害を持つ当人について）知ってもらわなくては生きていけない」という発言
理解と協力の必要性を明示しつつ、暗示的に求められていることは何か？
障害の「知識的理解」ではなく、「理解を得る」ということで表明される行為

……障害に対しての理解を得るのではなく、理解され知ってもらうことで（少なくとも表面的には）「排除」されないという「安心」を得る
＝必要な安堵を得る（＝生存のための安心）ことと、地域への「仲間」集団としての意識を求めること……発言者にとって、存在の承認が「実感される」こと
現在の状態……「障害者問題への知識的理解の普及ではないもの」の欠落　

⇒求められているもの…･･･存在承認の問題と、受け取る側の「姿勢」を問うこと

⇒障害者問題への社会的主張と「表現」の課題の双方がクリアされてはじめて、表現の多様性を個々の「差異」の問題に還元できる
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